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小
こ い そ

磯 利
と し お

雄 議員

①
９
月
定
例
議
会
直
後
、

町
側
か
ら
「
当
面
道
の
駅

登
録
は
行
わ
な
い
」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
道

の
駅
整
備
を
行
う
の
か
中

止
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
と

整
備
計
画
中
止
を
前
提
と

し
た
話
し
合
い
は
さ
れ
ま

し
た
か
。

②
こ
れ
ま
で
の
税
金
投
入

金
額
は
い
く
ら
で
す
か
、

さ
ら
に
、
災
害
防
止
の
事

業
費
は
い
く
ら
で
す
か
。

③
９
月
定
例
会
で
責
任
は

町
長
に
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
、
ど
の
よ
う
な
形
で

責
任
を
取
り
ま
す
か
。

小
磯

町
長

①
硬
質
な
岩
盤
が
出
現
し
、

当
初
計
画
通
り
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

よ
り
、
議
会
全
員
協
議
会
、

道
の
駅
整
備
検
討
委
員
会
、

地
権
者
説
明
会
、
住
民
説

明
会
を
行
い
、
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
業
整
備
方
針
を
規
模

縮
小
、
機
能
変
更
し
、
整

備
計
画
を
改
め
、
有
事
の

際
の
防
災
機
能
を
備
え
る

「
防
災
エ
リ
ア
整
備
」
と

し
て
と
ら
え
、
町
は
国
土

交
通
省
と
の
協
定
の
も
と

協
議
を
し
て
、
取
り
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。

道
の
駅

整
備
は
中
止
す
る
の
か

町
長
／
防
災
エ
リ
ア
整
備
を
協
議

②
こ
れ
ま
で
の
事
業
費
は

５
億
８
千
５
百
万
円
で
す
。

　
災
害
防
止
の
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
詳
細

な
設
計
を
行
っ
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
年
度
末
に
事

業
費
が
算
出
さ
れ
ま
す
。

③
町
長
は
事
業
執
行
者
で

あ
り
、
町
民
の
命
を
守

る
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
け
、
有
事
の

際
の
防
災
機
能
を
備
え
る

「
防
災
エ
リ
ア
整
備
」
に
、

責
任
を
持
っ
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
２
０
１
９
年
総
務
省
発

表
の
資
料
よ
り
全
国
１
７

４
１
市
区
町
村
の
所
得
ラ

ン
キ
ン
グ
が
算
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
町
の
全
国
・
県
内
・

双
葉
郡
内
順
位
と
平
均
所

得
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

　
他
町
村
と
の
所
得
格
差

へ
の
対
応
を
ど
う
し
ま
す

か
。

②
本
町
の
業
種
別
平
均
所

得
は
い
く
ら
で
す
か
。

③
原
発
事
故
10
年
目
の「
収

入
減
」に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
、
所
得
状
況

を
把
握
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

④「
ｊ
ｅ
ｒ
ａ
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
２
０
５
０
」
等
、

石
炭
火
力
発
電
所
休
廃
止

に
肯
定
的
な
動
き
が
あ
り

ま
す
が
、
本
町
主
要
産
業

で
あ
る
火
力
発
電
所
の
将

来
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま

す
か
。

⑤
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

を
持
つ
家
庭
の
生
活
実
態

調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
収
入

減
に
よ
る
教
育
環
境
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま

す
か
。

小
磯

町
長

①
震
災
以
降
、
平
成
28
年

度
に
お
い
て
は
、
全
国
順

位
は
２
７
５
位
、
県
内
順

位
及
び
郡
内
順
位
は
と
も

に
６
位
、
平
均
所
得
額
は
、

３
百
19
万
円
で
あ
り
、
令

和
元
年
度
は
、
全
国
順
位

は
４
２
２
位
、
県
内
順
位

は
８
位
、
郡
内
順
位
は
７

位
、
平
均
所
得
額
は
３
百

10
万
円
で
、
県
内
に
お
い

て
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
会
社
員
等
の
給
与
所
得

者
平
均
所
得
額
は
、
３
百

10
万
円
、
自
営
業
等
の
営

業
所
得
者
平
均
所
得
額
は
、

３
百
万
円
、
農
業
所
得
者

平
均
所
得
額
は
、
４
百
７

万
円
、そ
の
他
所
得
者（
雑

所
得
、
不
動
産
所
得
、
山

林
所
得
等
の
合
算
）
の
平

均
所
得
額
は
、
百
68
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

他
町
村
と
の
格
差
へ
の
対
応
は

町
長
／
県
内
で
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク

入
が
減
少
し
た
方
に
つ
い

て
は
、
徴
収
猶
予
の
特
例

制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
る

現
状
に
お
い
て
、
確
定
申

告
の
受
付
の
中
で
も
把
握

し
、
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

④
広
野
火
力
発
電
所
５
号

機
、
６
号
機
、
建
設
中
の

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
は
、
い
ず
れ
も

休
廃
止
対
象
に
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
創
造
に
向
け
た
施
策
を

注
視
し
て
、
国
と
県
と
共

に
（
株
）
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
広

野
火
力
発
電
所
の
将
来
像

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
収
入
が
減

少
す
る
等
の
社
会
的
影
響

を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度

よ
り
子
育
て
支
援
の
こ
ど

も
園
の
一
部
、
小
・
中
学

校
給
食
費
の
無
償
化
を
実

施
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

年間所得
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前
町
長
の
「
第
２
原
発

の
避
難
指
示
の
範
囲
が
半

径
10
㎞
か
ら
８
㎞
に
縮
小

さ
れ
た
の
は
広
野
町
が
警

戒
区
域
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
私
が
頼
ん
だ
、
こ
の

話
は
墓
に
持
っ
て
い
く
つ

も
り
だ
っ
た
」
の
新
聞
で

の
発
言
。

　
当
時
、
町
民
た
ち
は
町

長
は
「
復
興
の
仕
事
を
や

り
た
い
の
で
早
く
帰
町
で

き
る
よ
う
に
し
た
の
だ
ろ

う
」
と
話
し
、
町
民
の
健

康
や
様
々
な
利
益
を
犠
牲

に
し
て
い
る
と
非
難
が
あ

り
ま
し
た
。

①
遠
藤
町
長
は
前
町
長
が

政
府
に
頼
ん
だ
事
実
を
い

つ
頃
知
り
ま
し
た
か
、
知

ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

　
政
府
は
ど
の
市
町
村
で

も
地
元
の
意
思
を
無
視
し

て
区
域
指
定
の
解
除
は

や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②
前
町
長
は「
帰
還
宣
言
」

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
遠

藤
町
長
は
「
町
民
の
帰
還

を
加
速
さ
せ
た
い
」
と
語

り
、
住
民
説
明
会
で
も
町

帰
を
求
め
る
態
度
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　
実
態
と
し
て
遠
藤
町
長

が
「
帰
還
宣
言
」
を
し
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

③
前
町
長
は
避
難
す
る
際

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

受
け
て
上
着
と
靴
を
廃
棄
。

　
こ
の
措
置
は
３
月
13
日

ま
で
は
γ
線
で
衣
服
の

表
面
線
量
が
１
・
３
万
cpm

（
甲
状
腺
等
価
線
量
で
最

大
１
０
０
mSv
相
当
）
以
上
、

以
後
は
10
万
cpm
（
同
、
最

大
１
Sv
相
当
）
以
上
の
場

合
。

　
毎
時
６
Sv
や
60

で
、

極
め
て
危
険
。
同
時
に
こ

の
レ
ベ
ル
の
微
粒
子
を
吸

い
込
ん
で
い
ま
す
。

　
前
町
長
は
当
町
を
離
れ

た
の
は
い
つ
で
、
そ
れ
ま

で
の
状
況
を
聞
き
取
り
し
、

町
民
の
初
期
被
曝
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で

は
。
ま
た
、
町
民
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
デ
ー

タ
を
何
か
保
管
し
て
い
ま

す
か
。

④
α
核
種
を
ど
こ
で
ど
う

吸
い
込
む
か
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
遠
藤
町
長
は
こ
ち

ら
の
質
問
に
「
町
民
の
被

曝
リ
ス
ク
は
少
な
い
も
の

と
認
識
」
な
ど
と
２
度
答

弁
し
て
、
リ
ス
ク
は
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
国
・
県
の
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
こ
の
10
年
近
く
で

浜
通
り
で
は
千
人
レ
ベ
ル

で
過
剰
に
亡
く
な
っ
て
い

る
実
態
が
浮
か
び
上
が
り

ま
す
。
現
実
は
世
間
が
ボ

ン
ヤ
リ
思
っ
て
い
る
も
の

と
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

　
遠
藤
町
長
は
ど
う
責
任

を
取
る
つ
も
り
で
す
か
。

⑤
当
時
の
国
や
県
と
の
や

り
取
り
の
議
事
録
は
い
つ

の
何
が
ど
う
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

前
町
長
の
証
言

帰
還
宣
言
し
た
と
理
解
で
き
る
が

町
長
／
安
全
な
生
活
の
営
み
が
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る

町
長

①
前
町
長
が
警
戒
区
域
か

ら
広
野
町
を
外
す
よ
う
政

府
に
頼
ん
で
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
承
っ
て
お
ら
ず
、

国
か
ら
の
説
明
も
受
け
て

い
ま
せ
ん
。

②
帰
還
宣
言
は
し
て
お
ら

ず
、
帰
還
の
判
断
は
、
町

民
一
人
一
人
の
人
権
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
町
に

帰
り
た
い
と
い
う
求
め
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
健
康

で
安
心
・
安
全
な
生
活
の

営
み
が
で
き
る
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
前
町
長
が
広
野
町
を
離

れ
た
の
は
3
月
15
日
の
避

難
指
示
最
終
広
報
を
実
施

し
た
後
で
あ
り
、
屋
外
に

滞
在
し
た
時
間
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
の
デ
ー
タ
は
、
県

に
お
い
て
保
管
さ
れ
適
正

に
管
理
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

④
県
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
結
果
、
人
口
動
態
調
査

に
お
け
る
悪
性
新
生
物
及

び
肺
炎
の
死
亡
者
数
の
推

移
に
よ
り
、
被
曝
の
リ
ス

ク
は
低
く
、
今
後
に
お
け

る
被
曝
影
響
に
つ
い
て
は

避難者に対して何らかの税の軽減措置は
町長／避難先で適切な行政サービスの提供が受けれます

　なぜ遠藤町長はいつまでも避難者の経
済・精神・地理的等の負担を無視して、
税金を町内と帰還者ばかりに使うのです
か。税の負担の公平を求めるならば、使
用も公平に務めるべきではありませんか。

　避難先において適切な行政サービスの提供を受
けることが出来ることになっており、税負担の公
平性は適切に対応されています。
　プレミアム付き商品券の目的は、町内の消費喚
起を促し商工業者の経営を下支えすること、住民
帰還や避難継続に対する経済的な支援として取り
組んでいます。

避難者の経済負担

阿部 町長

少
な
い
も
の
と
受
け
止
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
国
の
指
針
に
基

づ
い
て
県
と
共
に
町
民
の

被
曝
影
響
に
よ
る
健
康
管

理
に
適
切
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
責
任
の
所
在
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
当
時
の
国
や
県
と
や
り

取
り
を
し
た
議
事
録
は
存

在
し
ま
せ
ん
。


